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安全性向上評価届出の改善・活用について
（運用に係る事項）
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原子力エネルギー協議会
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はじめに

ATENAでは、CNO意見交換（九州電力2021.10.15、関西電力2022.4.19）における事業
者からの安全性向上評価制度の改善・活用に係る以下の提案の検討を進めており、このうち今回、
実施時期等の運用改善に係る以下の項目について、課題及び改善の方向性をご説明する。

【今回】☞本資料にてご説明

Ⅰ 安全性向上評価届出の運用改善【九州電力、関西電力】

Ⅰ－１ 届出第１章の引用図書への紐づけ（第１章のうち設計情報を引用図書と紐づけ情報

を集約化し、必要な場合には原子力規制検査での確認とするしくみ）

Ⅰ－２ 届出単位・届出頻度の柔軟な設定（発電所の保安活動やプラント特徴等を考慮した

柔軟な届出単位・届出頻度の設定を可能とすることよりさらなる改善につなげるしくみ）

Ⅱ PRA 及びストレステストの運用見直し【九州電力】 ☞運用実績があり提案ではない

（事業者自らが計画を示すことで、評価実施時期の柔軟性を確保するしくみ）

【今後】☞準備が整い次第、提案予定
Ⅲ 速やかな安全性向上策の実施を可能とする運用の構築【九州電力】
Ⅳ 安全性向上評価届出を活用した許認可手続きの合理化【九州電力】
Ⅴ より迅速な安全性向上に向けた取組み【関西電力】
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Ⅰ－１ 安全性向上評価届出の運用改善（届出書第１章の設計情報）（１／２）

１．現 状
届出書のうち第１章は、主に許認可図書から抜粋・編集※しているが、これらの図書等

は原子力規制検査における日々の活動の中で確認いただくことが可能である。
※全4章、約1万ページのうち、約7割が第１章

２．課 題
発電所のドキュメントから抜粋、編集して作成しているため、二重管理となる。
（記載不整合等の要因にもなり得る。）
発電所ドキュメントは、原子力規制検査導入に合わせて構成管理（CM）の活動の
中で最新化しており、届出書第１章の内容と重複している。

制度として公開することが義務化されていることに鑑み、社会の皆様にもご確認いただ
ける方法の検討※が必要である。※2022.3.15 第１０回原子炉安全基本部会・第４回核燃料安全基本部会でのご意見対応

３．改善の方向性（次ページ参照）
届出書にて公開図書を引用することで、公開図書との重複や記載不整合等を解消。
引用する図書について、前回届出からの変更点や基本的事項を可能な範囲で記載し、

社会の皆様にとって分かり易い情報発信とする。
本提案は、現行法令の範囲内での改善を志向するものであり、早期に進めたい。
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Ⅰ－１ 安全性向上評価届出の運用改善（届出書第１章の設計情報） （２／２）

改善案 これまでの届出

ここでは、気象、地盤、水理、地震、津波、火山、外部火災、
社会環境等、原子炉等規制法第43条の３の５第２項第５
号及び実用炉規則第３条第２項第６号に係る発電用原子
炉施設所在地の特性について記載する。

具体的には、高浜原子力発電所 発電用原子炉設置許可
申請書 添付書類六「1.敷地」から「10.生物」に同じ。

【前回届出からの変更点】

【当該項目に関する基本的事項】
•発電所の位置、敷地面積、周辺の人口分布
•気象条件（平均気温、降水量、風向、風速）等

ここでは、気象、地盤、水理、地震、津波、火山、外部火災、
社会環境等、原子炉等規制法第43条の３の５第２項第５
号及び実用炉規則第３条第２項第６号に係る発電用原子
炉施設所在地の特性について記載する。

具体的には、発電用原子炉設置許可申請書添付書類六「1.
敷地」から「10.生物」の記載を基本とし、それらの概要を第
1.2.1項から第1.2.11項に示す。

なお、商業機密や防護上の理由のため公開できないものについ
ては、参考資料－１にまとめて記載する。

これまでの設置（変更）許可の経緯については、第1.1.1.2
表に示す。

以下省略
（1.2 は全365ページ）

回次 許可年月日 変更の内容

28
2020年
12月２日

発電用原子炉施設の変更
(1)基準津波として津波警報が発表さ
れない可能性がある「隠岐トラフ
改訂地すべり」を波源とする津波
を追加し、これに対する防護方針
について記載

以下は、可能な範囲で示す

「3.改善の方向性」に沿った対応：【例】届出書第１章「1.2 敷地特性」での記載イメージ
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Ⅰー２ 安全性向上評価届出の運用改善（届出単位及び頻度）

１．現 状※

 届出単位及び頻度は、実用炉規則にて以下のとおり記載されており、発電用原子炉ごと、定期事業
者検査ごとに届出している。

【第九十九条の二】（届出単位）：法第四十三条の～発電用原子炉ごとに、当該安全性～
【第九十九条の三】（届出頻度）：法第四十三条の～定期事業者検査が終了した日以降六月を超えない時期とする。～

２．課 題
 発電用原子炉ごとでの評価を基本としているが、複数の原子炉や複数の発電所を有する場合は、号
炉間や発電所間といった総合的な視点での評価において更なる改善の余地がある。

 運転サイクルをベースとした対応のため、複数の原子炉を有する場合、年度単位で実施する発電所の
保安活動のPDCAサイクルの時期と整合させた対応が図りにくい。

 定検工程の想定外の変更や短期間に複数回の定検を行うような運転計画が必要となる場合等に、
計画的な評価の実効性が低くなる。

３．改善の方向性
 複数号炉の同時届出（発電所ごと等）も可とすることで、例えば発電所全体での総合的な安全性
評価や発電所間での相互確認を可能とし、全体を俯瞰しながら更なる改善に繋がる運用としたい。

 届出頻度について柔軟な対応（例えば年１回）も可とすることで、定検工程の変更や短期間での
複数回定検による、届出時期及び評価への影響をなくし、計画性の向上を図りたい。

 本提案は、法令等との関係も含めた議論が必要なものと考えている。

※ 例：高浜発電所の場合、３，４号２プラントが稼働、過去約４年間で６回届出（各号３回、２０１８年１月～２０２１年１１月）。今後１，２号
２プラントが稼働すれば、さらに届出する必要がある。
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まとめ

〇CNO意見交換において、九州電力及び関西電力からの安全性向上評価制度の改
善・活用に係る提案を、事業者全体の提案とすることでご理解いただいた。

〇これを受け、ATENAにおいて、それら提案を各々の事業者の状況等を踏まえて検討を
進めており、今回は、そのうち、実施時期等の運用改善に係る項目の改善の方向性をご
説明させていただいた。

〇今後、上記改善の方向性に基づいた具体的改善案や進め方※等を提示予定。これら
をご確認いただき、これを実現するための法令等との関係も含めた議論や具体的な検
討の場についての調整を進めさせていただきたい。

※2022年度中には、これらの改善提案についての議論を完了し、次年度以降の届出に導入したいと考えている。
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（参考）Ⅱ PRA 及びストレステストの運用見直し

１．安全性向上評価に関する運用ガイドでの記載
原則として５年ごとに改訂することに加えて、大規模な工事を行うなど、確率論的リスク評価又

は安全裕度評価の結果が変わることが見込まれる場合においても、…工事等の内容に応じた

改訂を行う。

２．現在の運用

 評価結果が変わるような工事や新知見の反映については、それらの影響を確認するとともに、５

年毎の改訂にあわせ反映するなど、届出書に事業者自らが改訂に係る実施計画を示している。

 また、一式改訂により安全性向上が見込まれない場合は、5年毎には拘らずに、改訂時期を

実施計画に定めている。

→本件は新たな提案ではなく、現在の柔軟な運用を今後とも継続していきたい。



Copyright © Atomic Energy Association All Rights Reserved.

以下、参考資料
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(参考：九州電力 CNO意見交換会 資料抜粋）

Ⅰ 安全性向上評価届出の運用改善 Ⅱ PRA 及びストレステストの運用見直し
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(参考：関西電力 CNO意見交換会 資料抜粋（１／２））
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(参考：関西電力 CNO意見交換会 資料抜粋（２／２））
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